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内容 

背景：ストリートチルドレン現象は、急成長している町であるケニアの都市エルドレット

を含む世界のほとんどの国際都市でますます問題になっている。町の成長とともに、スト

リートチルドレンの数も増えている。したがって、彼らの健康問題に関するベースライン

データを持つことが重要である。  

目的：エルドレットのストリートチルドレンの健康問題を特定すること。 

対象：5〜21 歳のエルドレットストリートチルドレン。  

タイプ 1 は、ほとんどの時間を路上で過ごしたが夕方に家に帰った子 

タイプ 2 は、家族とつながり、行く家がなく、すべての時間を路上で過ごした子 

タイプ 3 は、避難所にいる捨て子 

タイプ 4 は普通の小学生  

結果：191 人の子供が研究された。それぞれ 38、47、56、50 のタイプ 1、2、3、4 の子

供がいた。最も一般的な症状は咳（28.9％）であったが、頻繁な診断は上気道感染症

（URTI）（12.1％）であり、次に皮膚病（50.9％）が主要な疾患カテゴリーであった。  

依存症の一般的な薬物はタバコ（37.6％）であり、学童の誰も依存症の薬物を服用してい

なかった。タイプ 2 のストリートチルドレンは病気の有病率が最も高かった（1000 人の

子供あたり 833 人）。 避難所の子供は病気の有病率が最も低かった（1000 人あたり 474

人）。 病気の有病率を決定する要因は、正常な子供と同じであった。栄養失調率は高く、

子どもの 31.1％と 41.9％が発育不全と低体重であった。タイプ 3 の子供は栄養失調の割

合が最も高く、51.8％と 64.3％が発育不全で低体重であった。  

結論：ストリートチルドレンは小児疾患の発生率が高い。ストリートチルドレンの病気の

発生を決定する要因は、通常の子供と同じである。呼吸器疾患と皮膚病が罹患率の主な原

因であった。ストリートチルドレンの間で薬物乱用が横行していたが、学校の子供たちは

薬物を乱用していなかった。 性感染症は蔓延していなかった。避難所の子供たちのほと

んどは栄養失調であった。ケニア政府は、公立病院のストリートチルドレンに無料の医療

を提供する必要がある。 臨床検査に基づいて性感染症の有病率とストリートチルドレン

が被った怪我の原因について、さらに研究を行う必要がある。避難所の子供たちの栄養状

態が悪い理由を分析し、適切な措置を講じる必要がある。 

 


